Lesson 1:Looking at Things,East and West

 アメリカ人と日本人は同じ方法で物事を見るだろうか？あるアメリカ人心理学者はそうではないと言う。ユミはある雑誌の中で彼の理論についての話を読んだ。

Sec1

あなたはテレビの前に座っています。ある映像が現れました（映し出されました）。それは海底の映像です。そこには泳ぎ回っている数匹の小さな魚、貝、砂、海草があります。そして三匹の大きな魚が通り過ぎます。それらは明るい（鮮明な）色でどこかに行こうとしているように思われます。あなたはこの映像を短い時間の間見ます。

　その後あなたは何を見たか説明するよう求められます。これは心理学テストだったのです。あなたはそれがテストであると知っていましたが、それらが何をテストしているのか分かりません。あなたは何を見ましたか？

　もしあなたがアメリカ人なら、あなたはおそらくスクリーンを横切って泳ぐ大きくて色のついた魚を見たでしょう。もしあなたが日本人なら小さな魚、砂、貝、海草にも気付いたでしょう。このテストを受けるアジア人はアメリカ人より背景に気付く傾向が70％ほど高いのです。彼らは貝や砂や海草について二倍多く言及（コメント）します。アメリカ人は大きな魚だけを見る傾向が多くあります。

Sec2

　このテストを作ったリチャード・ニスベットはミシガン大学の心理学教授です。彼はこれと（これに）よく似たテストを彼の大学と中国、韓国、日本にある大学でアジア人とヨーロッパ系アメリカ人に与えました。これらすべての場所での結果は同じでした。ニスベット教授は我々は東洋と西洋について本当に話すことが出来ると言う。

　ニスベット教授を含め幾人かは東洋と西洋の考え方ははるばる古代中国と古代ギリシャへと戻ると信じている。西洋では、人々は常に独立した考えを尊敬し続けている。彼らは動物を集める事や釣りで生計を立てていたため、ギリシャ人は自立していた。一方、人々が常に密接した社会の中で生活してきている中国では、真の公共の討論という伝統はなかった。中国社会は親密な協力を必要とされた農業に基づいている。日本の伝統は中国のこれらに似ている。

　2000年ノーベル賞受賞者、白川秀樹医師は「日本の文化は稲作に基づいている。それは大量の水を必要とし、皆がそれを平等に共有しなければならない。田植えも同じスピードで一緒に働く人々のチームを必要とする。これの全ては個性が奨励されなかった（必要とされなかった）ことを意味してきている。」と言う。日本人の子供達は今日出る釘（杭）は打たれると教えられる。一方でアメリカ人の子供はうるさい車輪は油を刺してもらえると教えられる。

Sec3

　皆が東洋の人々は西洋の人々とは違うように物事を見ると言うニスベット教授に賛成しているわけではない。ほとんど皆が同じ絵を見ている二人が違うものを見ていると考えることはとてもおかしいと思っている（分かっている）。多分ニスベット教授は東洋と西洋を語る事に間違いを犯している。あなたが中国と韓国とタイと日本を比べるとき、あなたは沢山の文化的違いに気付くだろう。あなたが東洋と西洋について語り始めるとき、あなたはおそらくある種の偏見を作り上げている。

　たとえそうでも、ニスベット教授の東洋と西洋の物事の見方の理論は異文化間の理解にとってとても重要である。異なった文化的背景をもつ人々の間での相互理解は違いを認める事からはじまる。もし私たちがあるかもしれない違いに気付いていなかったら、私達は最終的に互いを誤解してしまうかもしれない。実際、ニスベット教授自身はこう言っている。「私が東洋での考え方について知れば知るほど、私はそれらに対してますます尊敬の念を持つ。アジア人は我々が学ぶ事の出来る沢山の思考習慣を持っている。私は（今）私が見ているよともっと物を見たい。

Lesson 2:Dreamtime –Australian Aborigines and the Art of Living-

　いくつかの”原始的な”人々の手による古代の芸術はとても現代風に見える。どうしてそんなことがありえるのだろうか？オーストラリア出身のアシスタント・ランゲージ・ティーチャーであるジョン・ケリーは彼のクラスにオーストラリアのアボリジニの芸術についてのプレゼンテーションをした。

Sec1

　今日はあなた達にいくつかアボリジニの絵（芸術）を見せたいと思います。AborigineとAboriginalはオーストラリアの先住民族を示しています。今日ほとんどのアボリジニ人は他のオーストラリア人と同じように住んでいますが、約10％はオーストラリアの中央部の巨大な砂漠地域に住み続けています。ここは、彼らが芸術性の高い絵画数千年に渡って創ってきた場所です。いくつか例を見ていきましょう。

　ペインティング1は点描画です。点描画は一種の地図であると信じられています。オーストラリアの先住民は動物、食用植物、水がどこにあるのかを示す図形を地面に描きました。

　ペインティング2は樹皮画です。それは（今まで）気の皮に描かれてきています。ここに精霊、鳥、動物が見え、全てとても細い線で描かれています。線を交わらせて描く事によって陰影効果がつくりだされています。

　ペインティング3はレントゲン画の例です。骨と動物の内臓をレントゲン写真のようにみることが出来るため、動物のどの部分が食べる事が出来るのか分かります（語ることができます）。

　驚くべき事にこれらの画法（絵画技術）はオーストラリアのアボリジニ人に数千年に渡って使われてきています。他にも沢山のアボリジニの画家によって作り出された画法があります。なぜ彼らはこの絵の伝統をこんなにも長い間続けてきたのだろうか？

Sec2

　答えは絵画がアボリジニがどこから来たのか、彼らが誰なのか、どのようにして住んでいるのかということについての話を伝えているという事実の中にあります。彼らは彼らの歴史や伝統や法律や知恵をいわゆるドリームタイムという形で伝えています。彼ら自身の筆記法を持っていなかったので、アボリジニはドリームタイムの話を口頭や絵や歌やダンスで受け継いできました。彼らは数時間、数日、もしくは数週間も歌い踊り続けます。彼らの自然への尊敬の念、それは彼らのドリームタイムの話を基礎となるもので、今日私達が忘れがちである知恵を私達に思い出させます。ドリームタイムは私達の普通の時間の観念(考え方)とはほとんど関係がありません。我々の夢の中でそうであるように過去、現在、未来は全てが合わさっています。ドリームタイムはアボリジニにとっての現実であり、彼らの世界を形取り続けています。彼らにとって世界は（過去も現在も未来も繋がっている）途切れることのない円なのです。

　この現実の考え方は私達には奇妙に思えるかもしれません。私達は世界は別々の異なったもの（分けられた）もので成り立っていると考えがちです。しかし、現代科学は物事は何らかの方法で繋がっていて、現実は私達が考えているほど明確なものではないと暗に示しています。言い換えると原始的な人々のとても古い考え方が現代科学（の考え）にとても近いのです。

Sec3

　それではアボリジニの歴史を少し見てみましょう。1988年オーストラリアは入植200年を祝いましたが、アボリジニはほとんど祝いませんでした。1700年ぐらいに”発見”され、アボリジニは彼らの土地から追い出され、”野蛮人”と呼ばれ殺されさえもしました。

　1910年から1971年の間に、政府は数千のアボリジニの子供を彼らの親から引き離し、白人社会の中で育てました。彼らが教育され”文明化”されることが望まれました。しかし、この計画は結局彼らの伝統を破壊しただけでした。彼らの土地（その土地）は彼らの精霊と魂が宿ってきていた場所なので、彼らが彼らの土地から切り離されたという事実は彼らにとって多くを意味しました。

　有名なアボリジニ人のミュージシャン、アーチー・ローチーはこのStolen Generationの痛みについて歌っています。

“太陽は丸い。月は丸い。君の人生の旅も円を描いてぐるっと回る。けどもしその円が壊れたら、君はどの道に行けばいいのか分からなくなる。君は空間を漂っていて、どこにもいはしない。”
　近年アボリジニと他のオーストラリア人を和解させるという運動が起こってきています。1970年代から土地の広大なエリアがアボリジニの管理下に戻されてきています。ウルルやエアーズ・ロックはその例です。より多くのオーストラリア人が学び、アボリジニの文化を評価をし始めるにつれて、彼らはアボリジニへ過去起こった事への賠償をしたいと思います。

　アボリジニの芸術は痛みや差別を乗り越える方法であるよう思え、人生の意味を表現しています。生きる事の芸術なのです。

Lesson 3:Crossing the Border

　貫戸智子医師は1994年にMSFに参加した。彼女はこの国際ボランティアーグループと共に現場で働く最初の日本人だった。彼女は高校生のグループに彼女の体験についてスピーチを行う。

Sec1

　日本で医者として約八年間働いた後、私はジュネーバ大学でのさらなる勉強のためにスイスに行きました。私が英語で”国境無き医師団”としてしられるMSFに参加したのはそこででした。MSFは戦争や災害の結果、傷ついたり病気になったりした世界中の人々を助ける医師と看護士のボランティアーグループです。それは主に一般の人々によって支援されている非政府組織（NGO）です。MSFは1971年にフランスで設立されて、それから（ずっと）そのような人々に彼らの人種、宗教、政局が何であろうと医学的な支援を与え続けています。

　MSFに入る前私は長い間どのようにしたら医者として人の役に立つだろうかと考えてきていました。私は私が決して日本で出くわすことがない文化や物事を見たいと思っていました。私はMSFについて新聞で読んだ事がありMSFにお金を寄付した事のある友達もいました。だから私はパリにあるMSFの事務所に組織に加わりたいなという手紙を送りました。彼らは承諾し私はスリランカにあるマドゥー難民キャンプに送られ、そこでは戦闘が続いていました。
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　マドゥーには28000人の難民がいましたが、そこには一つ小さな病院があるだけで、そこにはたった二人の看護士と二人のタミル人医師と通訳と保険指導員しかいませんでした（しか私達は持っていませんでした）。私達は働くのに最も簡単な医療機器だけしか持っていませんでした。私達はたくさんの人々を古い機器で治療しなければならなかったので悲しく感じる事もありました。

　私達は午前９時から始め、毎日およそ150人の人々を治療しました。彼らはタミル語を話しました。私達は彼らに簡単な質問をし、私達が何をすべきか決めました。午後には私達の8つのベッドにいる人々、たいてい妊婦や赤ん坊を治療しました。時々私達はマドゥーから８キロ離れた小さなキャンプに行きました。私達は朝から夜まで働きました。マラリア、喘息、肺炎――これらの病気は最も一般的な（ありふれた）ものでした。病気の主な原因の一つは少ない（貧しい）食料と水でした。10月に雨季がくると、下痢が増え、私達は幾人か（私達の）子供達を失いました。私達は私達の元へ来た人全員を治療しました、武器を携えた兵士でさえもです、しかし彼らが武器をしまった後だけでした。

　私達は私達は安全であろうと言われました。しかし夜外出するなと命令される事もありました。私達は外に出て安全かそうでないかを知る（確かめる）ためにラジオを聞きました。
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　マドゥーでの私達の仕事について最も難しかったことは決断を下すことでした。状況を西洋や日本の視点で見る事は私達に間違った決定をさせうるので、私達は地域（地元）の状況について考える必要がありました。私達の医療機器同様私達の薬もとても制限されていたので、私達は事が生じたその時々にそれぞれの状況を見て、最善策を選ばなければなりませんでした。

　私はある女性が彼女の五歳の少年を私達の病院に連れてきた日のことをハッキリと覚えています。私はすぐに彼は助からないと分かりました。私達は彼に酸素を与えましたが彼は青白く彼の呼吸は困難で酸素マスクは彼を不快にさせていました。彼は良くなっていませんでした。私達はいつ次のタンクが来る予定か知りませんでした。もし別に酸素を必要としている人が来たら、もしかしたらこのタンクは彼、もしくは彼女の命を救うことが出来るかも知れませんでした。私は決断し、私と一緒に働いていた看護士に酸素を取り外す（止める）よう合図しました。その看護士はとてもそうしようとはしませんでした。私は五秒待ち、自分でそれを止めました。私はその子供を神の手にゆだねるのが最善策だと考えたのでそうしました。

Sec4

　私のマドゥーでの六ヶ月はあっという間に（すばやく）過ぎました。しかしそれらは私の人生と仕事へ本当の意味をくれたので私にとってとても重要（なもの）でした。

MSFのようなNGOの仕事はたくさんの世界中の問題を解決する事を支援していますが、もっとすべきことはあります。もっとたくさんの日本人がこのような仕事にボランティアし、本当の世界を行って見てきて、助けを求めている人々への同情の感性を持ち始める事が私の望みです。このようなボランティアの人々は与える物と同じくらい多くの物を得る事が出来るとわかるでしょう。私自身の場合、その体験は私の人生へ方向性を与えただけでなく、人間として生きる事が何なのか考える機会を私にくれました。

　私はもう一度MSFに参加し、MSFがもはや必要とされなくなるまで働き続けることを計画しています。まだ世界中に数え切れないほどの病人、怪我人がいます。国境を超えることは多くの勇気を必要としますが、私はあなた達に何が正しいかという自分自身の考えに従ってもらいたいと思っています。あなたは自分自身が少数派であると気付くかもしれないけど、自分自身に自信を持って自分の信念を行動に移す勇気を持ってください。
